
��

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

��

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ相撲に関する映像ࢿྉを視聴
し、全体的Πメーδをつかむ。

̏ɽ本単元のඪおよび学習活動
を理解する。

̐ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

○出ܽ確認および健康観察をする。
○のࣔࢦをする。
　上下体ҭண、スϙーπγϡーζ、つめ、ϔアϐン、めがね等
○本単元で必要な用۩、施ઃのઆ໌をする。
˞ॊ道、体ૢϚットを用する合は、ඨのわりにϥΠン

テープ等をషる。

○映像ࢿྉの準備に際しては、生徒の関心を高めることができ
るように、その༰をۛ味する。

ྫ）　中学生のެࣜ試合の映像
　　前度の授業෩ܠの映像
○生徒の関心が高まるように、解આをՃえる。

○生徒が、単元ඪおよび学習活動について理解しやすいよう
に、工夫してઆ໌する。

○学習ノートのい方についてઆ໌し、本単元のඪ、学習
༰などを記述させる。

○本時のඪ、学習༰を、生徒が理解しやすいように、工夫
してઆ໌する。

○学習ノートにඪ、学習༰などを記述させる。

��

̑ɽ基本的知識を身にける。
۩ಛੑ、礼法、用、࢙ྺ　　

̒ɽ相撲͋そびを行う。
　　手押し相撲
　　手Ҿき相撲等

などを用いて、生徒の関ྫࣄྉや身ۙなࢿ、については࢙ྺ○
心が高まるように工夫する。

○運動ಛੑに関しては、ඵ間というۃめてい時間でऴྃす
るということを౿まえ、そのಛについてઆ໌する。

○相撲ಛ༗の塵浄水（ちりちΐうͣ）については、そのྺ࢙や
意味合いを含めてઆ໌する。また、武道で重要視されるʮ礼
に࢝まり、礼にऴわるʯの意味をઆ໌する。

○用۩については、まわし、相撲ύンπ等にՃえ、௨ৗの競技
にみられるඨ、ඨ、࠭、Ԙ、水についても解આする。

○準備運動を行わせる。
○ର戦の前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋする。
○相撲ではόϥンスを崩し合うことが重要なことをઆ໌し、相

撲と関連ͮけてࢦಋする。
○手押し相撲および手Ҿき相撲は互いに྆手のฏを合わせた状

態から開࢝する。
̋手押し相撲では手のฏҎ֎は押さない、また手Ҿき相撲では

手をさないなどのルールを໌ࣔし、कるようࢦಋする。
○教員の合ਤで行わせ、それͧれ相手を変えてෳճ行わせる。

○相撲に関心をも
ち、楽しΜで取
り組もうとして
いる。【関心・
意欲・態度】

○観察、
学習
ノート
発言・

　発表

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○相撲͋そびに関心をもち、楽しΜで取り組もうとしていた生
徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰とײを学習ノートに記ೖさせる。

１学年
1�10 相撲にؔ৺をもͪ、楽しんで取り組もうとする͜とができる。̡ ؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ本時の

目 標

指導の実際３章



��

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○を確認する。
　上下体ҭண、スϙーπγϡーζ、つめ、ϔアϐン、めがね等

○ඪ、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を身にける。
　　 蹲踞姿勢、塵浄水

̑ɽ基本となる技の学習および؆
қ的な試合を行う。

　　押し
　　ਞ取り相撲

○蹲踞姿勢は、要点をおさえて行うようࢦಋする。
＜要点＞

・എےを৳ばす。
・කを開く。
。の力をൈくݞ・

○塵浄水は、相撲ಛ༗の礼法で͋ることをઆ໌したうえで、Ұ
つͻとつの動作をஸೡに行うようࢦಋする。
＜要点＞
・蹲踞姿勢をҡ࣋する。
・大きく྆を開く。

˞単ௐな活動になりがちなので、生徒が関心をもって取り組む
ことができるように工夫する。

ྫ１）教員が意ਤ的に間ҧった動作で塵浄水を行い、生徒にࢦ
ఠさせる（課題୳し）。

ྫ２）୭がҰ൪正しい動作で塵浄水を行っているか競い合う（塵
浄水ίンテスト）。

○ਞ取り相撲のઆ໌をする。
・ਞ取り相撲を行う前と後に必ͣ立礼をする。
・互いに྆手のฏを合わせた状態から開࢝する。
・教員の合ਤで開࢝する。開࢝の͋とはどこを押してもかま

わない。
˞時間は̏ʙ̑ඵにઃ定し、ऴྃ࣍ୈ、相手を変えてෳճ行

わせる。
○相撲では相手を押すことが重要で͋ることをઆ໌し、ਞ取り

相撲を行うようࢦಋする。
○安全ੑにྀし、ৗに相手と৮した状態で押し合うようࢦ

ಋする。
○時間でऴわるので、ू中してҰؾに相手を押すようࢦಋす

る。

○蹲踞姿勢、塵浄
水ができる。【技
能】

○観察

�

̒ɽ理運動を行う。

̓ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̔ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○基本動作（蹲踞姿勢、塵浄水）ができていた生徒を称ࢍする。
○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー

トに記ೖさせる。

１学年
2�10 基本動作（᪬᪘࢟、ਖড়ਫ）ができる。̡ 技能ʳ本時の

目 標



��

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○を確認する。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を身にける。（�）
　蹲踞姿勢、塵浄水

̑ɽ؆қ的な試合を行う。（�）
　　ਞ取り相撲

̒ɽ基本動作を身にける。（�）
　　中腰の構え、腰割り

7ɽ؆қ的な試合を行う。（�）
　　ਞ取り相撲

○ϙΠントを確認しながら復習させる。

○ਞ取り相撲を行う前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋする。
○ϙΠントを確認し、相手を変えてෳճ行わせる。
○自由な押し合いの中で、よりޮ果的な方法（い姿勢からの

押し上げ）にͮؾくよう工夫し、ࢦಋする。
˞実際に相手を押すためには、重心がいことが重要になるこ

とを体験的に理解させ、中腰の構えの学習にܨげる。

○中腰の構えは、相撲の基本姿勢で͋ることをઆ໌したうえで、
ద切に手本をࣔしࢦಋする。中腰の構えを時間ҡ࣋すると、
足腰にա度のෛ୲がかかることが͋るので意する。

○腰割りは、足腰を強化するトレーニングのҰつで͋るととも
に、中腰の構えを意識しながら上下に動く練習でも͋ること
をઆ໌する。

˞単ௐな活動になりがちなので、生徒が関心をもって取り組む
ことができるように工夫する。

ྫ１）教員が意ਤ的にѱいྫをࣔし、生徒にࢦఠさせる（課題
୳し）。

ྫ２）୭がҰ൪正しい動作で腰割りを行っているか競い合う（腰
割りίンテスト）。

○ਞ取り相撲を行う前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋする。
○中腰の構えを意識してਞ取り相撲（押し合い）を行わせる。
○頭෦は相手のӈݞ（またはݞࠨ）の前にもっていき、頭෦が

ぶつからないようにࢦಋする。
○相手の上෦に手を当て押すようにࢦಋする。
○合ਤとともに、中腰の構えからҰؾに相手を押すようにࢦಋ

する。
○教員のʮ࢝めʯの合ਤで࢝め、相手を変えてෳճ行わせる。

○؆қ的な試合の
中で、い姿勢

（中腰の構え）
の重要ੑにͮؾ
いている。【思
考・判断】

○観察、
発言・
発表、
学習
ノート

�

̔ɽ理運動を行う。

̕ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

��ɽยͮけ、ྻ、健康状態の
確認、ѫࡰを行う。

○؆қ的な試合の中で中腰の構えの重要ੑにͮؾいていた生徒
を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

１学年
3�10 簡易的な試合の中でい࢟（中ࠊのߏえ）の重要ੑにͮ͘ؾ。̡ 考・அʳ本時のࢥ

目 標



��

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○を確認する。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいように、工夫してઆ
໌する。

○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を身にける。（�）
　　中腰の構え、腰割り

̑ɽ基本となる技を学習する。
　　押し

̒ɽ基本動作を身にける。（�）
　　四股

̓ɽ؆қ的な試合を行う。
　　押し合い相撲

○中腰の構えと腰割りのϙΠントを確認しながら復習させる。
˞時間੍約のため、ू団（�� 人ఔ度）で行わせ、評価する。

○押すଆと受けるଆを決めて、２人１組で練習させる。
○活動の前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋする。
○受ける方法をࢦಋする。この段階では、相手が押してきたら、

無理をせͣに下がるようにする。
˞体ҭؗϑϩア等をར用する合には、スϜーζに下がること

ができるよう、受けるଆにはۺ下をண用させるなどの工夫を
する。

○押しの手本をࣔす。
○当たる動作はこの段階では行わせͣ、まͣ押す姿勢を身に

けることに重点をஔいてࢦಋする。
＜要点＞
・中腰の構えをҡ࣋する。 ・すり足で前へ出る。

○四股は、下身のے力やฏੑߧを強化するトレーニングで͋
り、中腰の構えを基本として動くための練習でも͋ることを
આ໌する。

○教員の߸ྩに合わせて行う。
＜要点＞
・中腰の構えから࢝め、中腰の構えにる。
・足を上げた際、࣠足で体のόϥンスを保つ。
・Ώっくりと大きな動作で行う。

˞しい動作なので、この段階では習熟をもとめない。�� ճ
２ηットఔ度を安として行うようࢦಋする。

○押し合い相撲のઆ໌をする。
・押し合い相撲を行う前と後に必ͣ立礼をする。
・互いに頭෦を相手のݞࠨの前にもっていき、ࠨ手は相手の

上෦、ӈ手は相手のගに当てた状態から開࢝する。（ࠨ
ӈٯにしてもྑい）

・安全確保のため、ৗに相手と৮した状態で押し合う。
・教員の合ਤで開࢝する。

˞体格がಉఔ度のऀಉ࢜で、相手を変えてෳճ行わせる。
○押しの練習で学Μͩことを、؆қ的な試合の中で発شするよ

うにࢦಋする。

○؆қ的な試合に
おいて、礼法、
ॴ作を行おうと
している。【関
心・意欲・態度】

○観察

�

̔ɽ理運動をする。

̕ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

��ɽยͮけ、ྻ、健康状態の
確認、ѫࡰを行う。

○中腰の構えができていた生徒を称ࢍする。
○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー

トに記ೖさせる。

１学年
4�10 簡易的な試合において、礼法や所作を行おうとする͜とができる。̡ ؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ本時の

目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



��

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および、用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○の確認をする。
○用۩のࣔࢦをする。
　ॊ道のଳ、相撲ύンπ・؆қまわし

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を身にける。（�）
　　四股（腰割りを含む）

̑ɽ基本となる技を学習する。
（約束練習）

　　押し
　　寄り

̒ɽ基本動作を身にける。（�）
　　運び足

̓ɽ؆қ的な試合を行う。
　　押し合い相撲
　　寄り合い相撲

○ϙΠントを確認しながら復習させる。

○２人１組での練習の前と後に、必ͣ立礼をするようにࢦಋす
る。

○前ճの押しの復習をさせる。
○寄りの基本は、押しの基本とಉじで͋ることをઆ໌する。
○ӈ四つ、ࠨ四つおよび上手、下手についてઆ໌する。
○相手のまわしをҾきつけて前へ出るようࢦಋする。この段階

では四つに組Μͩ状態から練習させる。
　＜要点＞

・押しを基本とする。
・まわしをҾきつける。

○運び足については、中腰の構えをҡ࣋しながら、すり足で前
進するようにࢦಋする。

○中腰の構えと運び足について評価する。
　＜中腰の構えの要点＞

・කが֯になるまで腰を下Ζす。　　・කを開く。
・腰がҾけないようにする。

　＜運び足の要点＞
・すり足で行う。　　・身体を上下に動かさない。
・上体をࠨӈに動かさない。

˞生徒が関心をもって取り組むことができるように工夫する。
ྫ）教員がѱいྫをࣔし、生徒にࢦఠさせる（課題୳し）。

○؆қ的な試合を行う前と後に、必ͣ立礼をするようにࢦಋす
る。

○押し合い相撲では、安全ੑにྀし、ৗに相手と৮した状
態で押し合うなどのルールを໌ࣔし、それにैうようࢦಋす
る。

○寄り合い相撲のઆ໌をする。
・寄り合い相撲を行う前と後に必ͣ立礼をさせる。
・ӈ四つ͋るいはࠨ四つに組Μͩ体勢から開࢝する。
・相手を投げないようにする。
・ৗに四つに組Μͩ状態で相撲を取らせる。
・教員の合ਤで開࢝する。

˞体格がಉఔ度ऀಉ࢜で、相手を変えてෳճ行わせる。
○押しと寄りの練習で学Μͩことを؆қ的な試合の中で発شす

るようࢦಋする。

○中腰の構え、運
び足ができる。

【技能】

○観察

�

̔ɽ理運動を行う。

̕ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

��ɽยͮけ、ྻ、健康状態の
確認、ѫࡰを行う。

○基本動作（運び足）ができていた生徒を称ࢍする。
○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー

トに記ೖさせる。

１学年
5�10 基本動作（運び）ができる。̡ 技能ʳ本時の

目 標



��

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および、用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいように、工夫してઆ
໌する。

○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を身にける。（�）
　　四股、腰割り、運び足

̑ɽ基本となる技を学習する。
　　（約束練習）
　　押し、寄り、投げ技

̒ɽ基本動作を身にける。（�）
　　仕切り
　　立ち合い
　　受け身（蹲踞相撲を含む）

̓ɽ؆қ的な試合を行う。
　　基本となる技（押し、寄り、

出し投げ）に限定した相撲

○ϙΠントを確認しながら復習させる。

○２人１組での練習の前後に必ͣ立礼をするようࢦಋする。
○前ճの押し、寄りの復習をさせる。
○投げ技については、出し投げをհする。出し投げは、寄り

ˠ出し投げˠ寄りの連ଓ技としてとらえるようࢦಋする。

○仕切りと立ち合いについては、手本をࣔした後、練習を行わ
せる。この段階では、相手をஔかͣ、個別に練習させる。

○仕切りでは、い姿勢で྆方のこぶしをつくようࢦಋする。
○立ち合いでは、い姿勢のまま、すり足で前進するようࢦಋ

する。
○受け身の練習では、まͣ個別に、前後ࠨӈにసがる練習（前

స、Ώりかご受け身など）をさせる。࣍に、蹲踞姿勢から前
後ࠨӈにసがる練習させる。

　＜要点＞
 ・頭෦を保ޢするために、͋ごをҾき、എ中をؙめる。
 ・ িܸをやわらげるために、お৲、എ中のॱでচにணくよう

にసがる。
○蹲踞相撲のઆ໌をする。

 ・前後に必ͣ立礼をする。
 ・蹲踞姿勢で相手と向き͋う。
 ・互いに྆手のฏを合わせる。
 ・方の྆ගが΄΅ �� 度になるよう、互いの間ִをௐઅする。
 ・教員の合ਤで開࢝する。

○受け身の練習として行わせる。
○競い合うのではなく、楽しみながら受け身の基本を学ぶこと

を意識させる。

○押し、寄りおよび出し投げに限定した相撲のઆ໌をする。
 ・相撲を取る前と後に必ͣ立礼をさせる。
 ・押し合い相撲開࢝の体勢を作る。
 ・教員の合ਤで開࢝する。
 ・押し、寄りおよび出し投げͩけを用いて相撲を取らせる。
 ・なるく྆ऀの体が৮した状態で相撲を取らせる。
 ・్中で体がれてしまった合は、中ࢭする。
 ・ この合は、取りしとするか、中ࢭにしたҐஔで৮さ

せて࠶開する。
○८ճし、ݥةで͋ると判断された合、やかに中ࢭさせ、

必要なࢦಋを行う。

○安全確保のため
に、受け身の学
習にੵۃ的に取
り組もうとして
いる。（関心・
意欲・態度）

○観察

�

̔ɽ理運動を行う。

̕ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

��ɽยͮけ、ྻ、健康状態の
確認、ѫࡰを行う。

○安全確保のために、受け身の練習にੵۃ的に取り組Μでいた
生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

１学年
6�10 安全確保のために、ੵۃ的にडけのֶ習に取り組む͜とができる。̡ ؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ本時の

目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



��

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および、用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ඪ、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。
　ಛにᰍ෦はೖ念に行わせる。

��

̐ɽ基本動作を身にける。
　　四股、腰割り、運び足、受け身

̑ɽ基本となる技を学習する。
　　（約束練習）
　　押し
　　寄り
　　投げ技（出し投げ）

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　既習技を中心とした相撲

○̐ʙ̒人のグループで練習させる。
○この段階からは、動作の習得にՃえて、相撲の準備運動͋る

いは補強運動としてҐஔͮけࢦಋする。
○四股はグループごとにをかけて行うようにࢦಋする。
○受け身については、蹲踞姿勢からˠ蹲踞相撲ˠ中腰の構えか

らのॱংで練習させる。

○２人１組での練習の前と後に、必ͣ立礼をするようにࢦಋする。
○ϙΠントを確認させ、前ճの押し、寄りの復習をさせる。
○押し、寄りのࢦಋでは、仕切りの構えから前に出るようにࢦ

ಋする。その際には、相手との間ִをڱくするなど、安全に
े分にྀする。

○押しの練習では、仕切りから、受けるଆのӈڳ෦にͻたいを
つけるようࢦಋする。

○寄りの合は、仕切りから、まわしを取りにいく͋るいは差
しにいくというࢦಋをする。

○̐ʙ̒人のグループ別に、生徒ಉ࢜で観察し、助言し合う学
習活動をとおして、自主的に学ぶ姿勢を身にけるようࢦಋ
する。

○出し投げの要点についてઆ໌する。
＜要点＞
・相手のまわしの前の方を取って、投げる。
・体を開いてԣに出すように投げる。

○出し投げの練習は、四つに組Μͩ状態から行わせる。

○ུࣜの審判法についてઆ໌をする。
○審判方法とともに競技方法についてもઆ໌する。

・審判のݺびかけに応じてҰ連の動作を行う。
○既習技を中心とした相撲のઆ໌を行う。

・体格や習熟度にྀして̏人ͣつのグループをつくる。
・２人が相撲を取り、� 人は審判とする。
・相撲を取る前後に必ͣ立礼をする。
・押し、寄りおよび出し投げを用いる。
・審判は̏人でϩーテーγϣンする。

○仕切りでの྆ऀの間ִについては、安全にྀし、習熟度に
応じてద切にઃ定する。

○立ち合いでは、ͻたいで当たるという方法ではなく、ʮ差しにい
くʯまたはʮまわしを取りにいくʯなどの方法でもよいとࢦ
ಋする。

○८ճし、ݥةで͋ると判断された合、やかに中ࢭさせ、
必要なࢦಋを行う。

○自己の役割を
をもって果た
そうとしてい
る。【関心・意欲・
態度】

○観察

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○基本となる技（押し）ができていた生徒および自己の役割を
をもって果たそうとしていた生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

相撲 1

１学年
7�10 自己の役割を責任をもって果たそうとする͜とができる。̡ ؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ本時の

目 標



�5

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および、用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ඪ 、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。
　ಛにᰍ෦はೖ念に行わせる。

��

̐ɽ基本動作を身にける。
　　四股、腰割り、運び足
　　受け身

̑ɽ基本となる技を学習する。
　　（グループ学習）
　　押し
　　寄り

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　既習技を中心とした相撲
　　（̑人ൈき戦）

○準備運動͋るいは補強運動として行わせる。
○̐ʙ̒人のグループ別に、߸ྩをかけるなどして行わせる。

○押し、寄りの練習では、安全にྀしながら、ঃʑに相手と
の間ִをげ、仕切りઢの間ִ（7� DN）にۙͮけていくよ
うࢦಋする。

○この段階では、自主的にグループ別練習を行うようࢦಋする。
○押し、寄りについて、評価する。
　＜押しの要点＞
　・中腰の構えをҡ࣋する。　　・すり足で前へ出る。
　＜寄りの要点＞
　・押しを基本とする。　　　　・まわしをҾきつける。

している技・行ҝࢭېされている技・行ҝおよび授業でࢭې○
（୲当教員の判断）についてઆ໌し、それらをݫकするよう
。ಋするࢦ

○ଞをଚ重するという武道のਫ਼ਆを理解し、上記Ҏ֎でもݥة
ͩと思われる技や行ҝが͋った合、自主的に相撲を中ࢭす
るようࢦಋする。

○競技方法、審判法について確認するとともに、記、進行（ア
ナウンス）の方法についてઆ໌する。

○既習技を中心とした相撲のઆ໌をする。
 ・体格や習熟度にྀして̒ʙ̔人でグループをつくる。
 ・グループで審判、記、進行（アナウンス）を決め、

ަで行う。
 ・相撲を取る前と後に必ͣ立礼をする。
 ・既習の基本となる技（押し、寄りおよび出し投げ）を用いる。
 ・相撲を取るॱ൪を決め、勝ちり方ࣜで、̑人ൈき戦を行

う。
○仕切りでの྆ऀの間ִについては、安全にྀし、習熟度に

応じてద切にઃ定する。
○८ճし、ݥةで͋ると判断された合、やかに中ࢭさせ、

必要なࢦಋを行う。

○押し、寄りがで
きる。【技能】

○観察

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、  健康状態の
確認、ѫࡰを行う。

○基本となる技（押し、寄り）ができていた生徒および仲間と
協力して課題を୳し、その課題に応じた練習の方法を選Μで
いた生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

相撲 1

１学年
8�10 基本となる技（ԡし、دり）ができる。̡ 技能ʳ本時の

目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



��

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および・用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○の確認をする。
○用۩のࣔࢦをする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。
○団体戦のνーϜ分けを行う（̑人੍）。
　体格、習熟度などがνーϜでಉ等になるようにྀする。
＜体格にྀしたྫ＞
　ઌ（ܰྔڃ）、ೋਞ、中ݎ（中ྔڃ）、෭ক（重ྔڃ）、
　大ক（無差別ڃ）

○準備運動を行わせる。
　ಛにᰍ෦はೖ念に行わせる。

��

̐ɽ基本動作および基本となる技
を復習する。

　　四股、運び足、受け身、押し、
　寄り、投げ技

̑ɽ؆қ的な試合を行う。
　　既習技を中心とした団体戦　

　（̑人੍）

○四股、運び足、受け身については、νーϜごとに準備運動と
して行わせる。

○押し、寄り、投げ技に関しては、試合前の技術確認として、νー
Ϝごとで練習する。

○νーϜごとに、役割分୲（審判、記、進行、ϏテΦࡱ
Ө）と出ॱについてし合わせる。

○審判、記、進行、ϏσΦࡱӨは、ର戦がないνーϜ
がަして行う。

している技・行ҝࢭېされている技・行ҝおよび授業でࢭې○
について確認し、ݫकするようࢦಋする。

○仕切りでの྆ऀの間ִについては、安全にྀし、習熟度に
応じてద切にઃ定する。

○८ճし、ݥةと判断された合は、やかに中ࢭさせ、必要
なࢦಋを行う。

○८ճして、技能評価を行う。
　押し、寄り、出し投げのいͣれか、またはそれらを組み合わ

せて技を用いているかを観る。

○基本動作や基本
となる技を用い
て攻防を展開で
きる。【技能】

○観察

�

̒ɽ理運動を行う。

̓ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̔ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○試合の中で、礼法やॴ作を正しく行っていた生徒や基本動作
や基本となる技を用いて攻防を展開していた生徒を称ࢍす
る。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

相撲 1

１学年
9�10 基本動作や基本となる技を用いて攻防を展開できる。̡ 技能ʳ本時の

目 標



�7

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認をする。

○本時のඪ、学習༰などをઆ໌し、記述させる。
○団体戦のνーϜごとにྻさせる。

��

̏ɽ単元の要点を記述する。
　　学習ノート、ච記試験など

̐ɽ学習果を確認する。
　　映像視聴
　　表彰

̑ɽ学習果の相互評価、発表を
行う。

　　νーϜミーティング
　　全体討議

○単元全体の要点をおさえた༰とする。
＜要点＞
 ・相撲のྺ࢙、ಛੑ
 ・礼法とॴ作、用۩
 ・基本動作および基本となる技
されている技・行ҝ、審判法などࢭې・ 

○団体戦をࡱӨした映像を視聴させる。
○団体戦̏Ґまでを表彰する。
○団体戦の全勝ऀを༏ल選手として表彰する。

○νーϜ・ミーティング
　νーϜで、学習の果や課題についてし合い、学習ノー

トにまとめるようࣔࢦする。
○全体討議
　個人およびνーϜに関する学習果や課題について発表させ

る。
○教員による総括

○相撲のಛੑや
り立ち、技の名
称や行い方につ
いてॻき出して
いる。【知識・
理解】

○学習
ノート、

　ච記試
験など

��

̒ɽ学習ノートを仕上げ、ఏ出す
る。

̓ɽྻ、ѫࡰをする。

○本単元の果・課題を໌確化し、࣍単元のඪをࣔす。
○本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノートに記ೖ

させる。
○本時を含めて全体を総括し、学習ノートにまとめる。

女子相撲Πϥετ �

１学年
10�10

相撲の基本的ࣄ項（ಛੑやりཱͪ、技の名称や行い方）についてཧղする。
ʲࣝ・ཧղʳ

本時の
目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



��

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本単元のඪおよび学習活動
を理解する。

̏ɽ本時のねらい、学習༰をઆ
໌する。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○のࣔࢦをする。
　上下体ҭண、スϙーπγϡーζ、つめ、ϔアϐン、めがね等
○本単元で必要な用۩、施ઃのઆ໌をする。
　ॊ道のଳ、؆қまわし・相撲ύンπ
　ඨまたはॊ道、体ҭؗϑϩア、グϥウンυ
˞ॊ道、体ૢϚットを用する合は、ඨのわりにϥΠン

テープ等をషる。

○１࣍の単元からのྲྀれをࣔし、生徒が単元ඪおよび学習
活動について理解しやすいように工夫してઆ໌する。

○学習ノートのい方についてઆ໌し、本単元のඪ、学習
༰などを記述させる。

○ねらい、学習༰を、生徒が理解しやすいように、工夫して
આ໌する。

○学習ノートに本時のඪ、学習༰などを記述させる。

��

̐ɽ１࣍の単元の動画を視聴し
て課題等を確認し、関心、意欲
を高める。（�� 分ఔ度）

̑ɽ１࣍の単元で学Μͩ基ૅ知
識を確認する。（�� 分ఔ度）

ಛੑ、礼法、用۩など、࢙ྺ　　

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　（�� 分ఔ度）
　　蹲踞相撲
　　ਞ取り相撲
　　押し合い相撲

○動画の準備に際しては、課題の確認および意欲のىשができ
るように、༰をۛ味する。

○生徒の関心が高まるように、解આをՃえる。

、ྉなどを用いてࢿಛੑ、礼法、用۩について、映像や、࢙ྺ○
֓括的にઆ໌する。

○ಛに、礼法に関しては、ࠓ後の学習と関連ͮけて、その重要
ੑや方法を強ௐしてઆ໌する。

ಋ༰に関して生徒に発言をもとめ、方向的授業になるࢦ˞
ようめる。

○準備運動を行わせる。
○ର戦の前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋする。
○蹲踞相撲では、安全確保の観点から、受け身を重視して行わ

せる。
○ਞ取り相撲および押し合い相撲では、１࣍の単元でࢦಋし

た方法を確認してから、行わせる。
○前単元で学Μͩ技術をৼりฦり、楽しみながら学習できるよ

う、ࢦಋする。
○教員のʮ࢝めʯの合ਤで行わせる。

○１࣍の単元を
ৼりฦり、相撲
の 基 ૅ 知 識 を
言ったりॻき出
し た り し て い
る。【知識・理解】

○発言・
発表、
学習
ノート

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○前単元をৼりฦり、相撲の基ૅ知識に関する発言をしていた
生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰とײを学習ノートに記ೖさせる。

２学年
1�10 � ࣍の୯ݩをৼりฦり、相撲の基本ࣝをཧղする。̡ ࣝ・ཧղʳ本時の

目 標



��

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および、用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。
　ಛにᰍ෦はೖ念に行わせる。

��

̐ɽ基本動作を確認し、身にけ
る。

　　蹲踞姿勢、塵浄水
　　中腰の構え、腰割り、
　　四股
　　受け身

5ɽ基本となる技とその関連技術
を学習する。（約束練習）

　　押し
　　寄り
　　その関連技術

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　押し合い相撲
　　寄り合い相撲

○塵浄水は、礼法のҰつなので、その意味を意識しながらஸೡ
に行うようࢦಋする。

○中腰の構えについては、腰がҾけない、කを開く、ݞの力を
ൈくなどのϙΠントをおさえ、ࢦಋする。

○腰割りと四股は、中腰の構えをҡ࣋しながらॊೈに動くため
の練習のҰつでも͋ることを確認する。

○四股は、をֻけ合い行うようࢦಋする。
○受け身では、蹲踞姿勢から前後ࠨӈにసぶ練習をさせた後、

中腰の構えからも練習させる。

○この段階での押しについては、相手との間ִをঃʑにくし
て、強く当たり素ૣく押すことができるように練習する。

○押しの関連技術について解આし、練習させる。
＜押しの関連技術＞
・い姿勢から押し上げる。

○寄りについては、立ち合いに素ૣく౿みࠐみ、相手を寄るこ
とができるよう練習する。

○寄りの関連技術について解આし、練習させる。
＜寄りの関連技術＞
・下手はਂく（後方）取り、上手はઙく（相手のまわしの前方）

取る。

○ུࣜから１า進Μͩ審判法についてઆ໌をする。
・開࢝の合ਤҎ߱は、ඨの֎で審判を行う。
・ೖ、開࢝の礼、仕切りのݺびかけを行う。
・競技開࢝のએࠂおよび勝ෛ判定を行う。
・ऴྃの礼のݺびかけおよび勝ち名り（勝ऀのએࠂ）を行

う。
○競技方法について確認する。
○؆қ的な試合のઆ໌をする。

・̏人１組で、１人が審判となり、２人が相撲を取る。
・安全確保のため、押し合い相撲では、ৗに相手と৮した

状態で押し合う。
・寄り合い相撲では、四つに組Μͩ体勢から開࢝し、相手を

投げͣ、寄り合う。

○楽しさや喜びを
味わいながら、
押し・寄りの関
連技術の学習に
的に取り組ۃੵ
もうとしてい
る。【関心・意欲・
態度】

○観察

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○四股ができていた生徒および楽しさや喜びを味わいながら、
基本となる技（押し、寄り）の関連技術の学習にੵۃ的に取
り組もうとしていた生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

２学年
2�10

楽しさや喜びを味わいながら、基本となる技（ԡし、دり）のؔ࿈技ज़のֶ習にੵۃ
的に取り組もうとする͜とができる。̡ ؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ

本時の
目 標



��

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および、用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

̋ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を身にける。
　　運び足、仕切り
　　受け身

̑ɽ基本となる技とその関連技術
を学習する。（約束練習）

　　押し
　　寄り
　　その関連技術

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　押し合い相撲
　　寄り合い相撲

○運び足については、相手を押す姿勢をҡ࣋しながら、すり足
で前進するようにࢦಋする。

○仕切りは、２人１組で動作を合わせて、必ͣ྆方のこぶしを
ついて行うようࢦಋする。

○受け身では、中腰の構えから前後ࠨӈにసぶ練習をさせる。
͋ごをҾき、എ中をؙめてసがるようࢦಋする。

˞生徒が、受け身の重要ੑを認識し、関心をもって取り組むこ
とができるように工夫する。

○押しおよび寄りの練習では、相手に当たり素ૣく前に出るこ
とができるよう、相手との間ִをঃʑにげ、仕切りઢの間
ִ（7� DN）にۙͮけるようࢦಋする。

○前ճ学習した押し、寄りの関連技術の復習をする。
ճ学習する押しの関連技術および寄りの関連技術についてࠓ○

આ໌し、練習させる。
　＜押しの基本となる関連技術＞

・をしめる。
・എ中をؙめる。

　＜寄りの基本となる関連技術＞
・差したଆのをฦす。

○؆қ的な試合を行う前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋす
る。

○̏人１組で、２人が相撲を取り、１人は審判とする。
○安全にྀし、ルールをकって試合を行うようࢦಋする。
○押し、寄りの練習で学Μͩことを؆қ的な試合の中で発شす

るようࢦಋする。
˞体格や習熟度がಉఔ度のऀಉ࢜で、相手を変えてෳճ行わ

せる。
˞試合の中でのྑいྫ（い姿勢から押し上げている）やѱい

ྫ（腰が高い、が開くなど）をࣔし、解આする。

○礼法、ॴ作を行
い、相手をଚ重
する態度をࣔそ
うとしている。

【関心・意欲・
態度】

○観察

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○押し、寄りの関連技術ができていた生徒を称ࢍする。
○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー

トに記ೖさせる。

２学年
3�10

礼法、所作を行い、相手を尊重するଶ度を示そうとする͜とができる。
ʲؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ

本時の
目 標



��

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○を確認する。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいように工夫してઆ໌
する。

○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ関連して高まる体力について
理解する。

̑ɽ基本動作を身にける。
　　立ち合い
　　受け身

̒ɽ基本となる技とその関連技術
を学習する。（約束練習）

　　投げ技（出し投げ）
　　その関連技術

̓ɽ؆қ的な試合を行う。
　　 ෳの基本となる技に限定し

た相撲

○相撲の練習により高まる体力についてઆ໌する。
　・四股により、下ࢶのے力・ٱ࣋ے力・ॊೈੑおよびฏੑߧ

が高まる。
　・腰割りにより、下ࢶのے力・ٱ࣋ے力が高まる。
　・立ち合いからの押し、寄りの練習や相撲を取ることによ

り、ॠ発力やහডੑが高まる。
˞相撲の練習では、力の強さ、೪り強さ、体のॊらかさ、すば

しっこさなどの中で、どのような能力が高まると思うか、生
徒にいかけるなど、生徒自身の考えをҾき出しながら理解
をਂめるよう工夫する。

○運び足を復習させる。
○２人１組のର人で受けるଆを決め、立ち合いの練習をさせる。
（約束練習）
＜立ち合いの要点＞
・仕切りの構えから、なるくい姿勢のまま౿みࠐむ。
・すり足で౿みࠐむ。
・相手のڳに当たる。

○受け身では、中腰の構えからの受け身ができるように練習す
る。

○寄りからの連ଓ技の表的なҰつで͋るʮ出し投げʯの練習
をさせる。

○出し投げについては、寄りをよりޮ果的にするものと理解さ
せ、寄りˠ出し投げˠ寄りという連ଓ技として用いるように
。ಋするࢦ

○出し投げの関連技術についてઆ໌し、練習させる。
　＜出し投げの関連技術＞
　・前へ出て相手にѹ力をかけてから投げる。

○؆қ的な試合を行う前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋする。
○̏人１組で、２人が相撲を取り、１人は審判とする。
している技・行ҝにつࢭېされている技・行ҝ、授業でࢭې○

いてઆ໌する。
○ର人的技能の練習で学Μͩことを、؆қ的な試合の中でੵۃ

的に発شするようࢦಋする。
˞体格や習熟度がಉఔ度のऀಉ࢜で、相手を変えてෳճ行わ

せる。
˞試合の中での立ち合いのྑいྫやѱいྫをࣔし、解આする。

○相撲の練習によ
り高まる体力に
ついてॻき出し
ている。【知識・
理解】

○学習
ノート

�

̔ɽ理運動を行う。

̕ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

��ɽยͮけ、ྻ、健康状態の
確認、ѫࡰを行う。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

相撲 1

２学年
4�10 相撲の練習により高·る体力についてཧղする。̡ ࣝ・ཧղʳ本時の

目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



��

相ɹɹ撲

ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および、用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を身にける。
　　四股、運び足
　　立ち合い、受け身

̑ɽ基本となる技を学習する。
　　（約束練習）
　　前さばき
　　　おっつけ
みࠐりߜ　　　
　　　いなし

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　既習技に限定した相撲

○四股および運び足は、ウォーミングアップとして全員で練習
させる。

○立ち合いについては、２人１組のର人で行わせる。
○受け身では、２人１組で、中腰の構えから受けるଆのӈڳに

当たり、身体をؙめてӈからճసするようࢦಋする。
。ӈରからの受け身も合わせて練習させるࠨ○

○前さばきを押しや؆қ試合等でのつまͮき・ͮؾきと関連ͮ
けて解આする。

　＜おっつけの要点＞
　・相手のගに手を当てて、下から上へ押す。
　・をしめて、相手の差し手からの攻ܸを防͙。
＜みの要点ࠐりߜ＞　

・相手のගをつかみ、ଆにねじるようにする。
・をしめて、相手の差し手からの攻ܸを防͙。

　＜いなしの要点＞
・前へ出てからいなす。
・体を大きく開きଆ方に押すようにいなす。

○２人１組で、技をかけるଆと受けるଆを決めて練習させる。
。ӈରଆからもಉ様に練習させるࠨ○
○おっつけとߜりࠐみについては、安全確保のため、受けるଆ

が関અを௧めることのないようにࢦಋする。
˞前さばきについてはଐ %7% をࢀ考とする。

○؆қ的な試合を行う前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋす
る。

○̏人１組で、２人が相撲を取り、１人は審判とする。
○安全にྀし、߲ࣄࢭېを確認して、試合を行うようࢦಋす

る。
○基本となる技の練習で学Μͩことを、؆қ的な試合の中で発

。ಋするࢦするようش
˞試合の中での立ち合いや、前さばきのྑいྫやѱいྫをࣔし、

解આする。

○学習した安全上
の知識を、練習
や試合のさま͟
まな໘に活用
している。【思
考・判断】

○観察、
学習
ノート

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○立ち合いができていた生徒および学習した安全上の知識を、
練習や試合のさま͟まな໘に活用していた生徒を称ࢍす
る。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

２学年
5�10

ֶ習した安全্のࣝを、練習や試合のさ·͟·な場໘に׆用する͜とができる。
ʲࢥ考・அʳ

本時の
目 標



��

ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および、用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を身にける。
　　四股、運び足
　　立ち合い、受け身

̑ɽ基本となる技とその関連技術
を学習する。（約束練習）

　　寄りとその関連技術
　　前さばき
きฦしר　　
　　投げ技とその関連技術

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　既習技に限定した相撲

○四股および運び足は、ウォーミングアップとして全員で行わ
せる。

○立ち合いについては、２人１組のର人で行う。
　仕切りから、受けるଆに素ૣくかつ強く当たるようࢦಋする。
○受け身では、中腰の構えから受けるଆのӈڳに当たり、身体

をؙめてӈからճసするようࢦಋする。
　＜受け身の要点＞
　・͋ごをҾく。
　・എ中をؙめてసがる。
。ӈରからの受け身も合わせて練習させるࠨ○

○２人１組で、技をかけるଆと受けଆを決めて練習させる。
○ӈ四つ・ࠨ四つ、まわしの取り方およびのฦし・上手のҾ

きつけについて確認し、復習させる。
○寄りの関連技術について解આし、練習させる。

＜寄りの関連技術＞
・下手ଆに寄る　　・吊り寄り　　・がぶり寄り

○前さばき（רきฦし）について解આし、練習させる。
＜きฦしの要点ר＞
・上手をし、相手の体と自分の体の間にۭ間をつくり、上

手を下手に素ૣくೖれかえる。
○出し投げについて確認し、復習させる。
○出し投げの関連技術について解આし、練習させる。

＜出し投げの関連技術＞
・前へ出て、相手が౿ΜுったとこΖで、体を開いて投げ

る。
・投げをうった後、さらに前へ出る。

○؆қ的な試合を行う前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋす
る。

○̏人１組で、２人が相撲を取り、１人は審判とする。
○安全にྀし、߲ࣄࢭېを確認して試合を行うようࢦಋする。
○基本となる技の練習で学Μͩことを؆қ的な試合の中で発ش

するようࢦಋする。
˞体格や習熟度がಉఔ度のऀಉ࢜で、相手を変えてෳճ行わ

せる。
˞試合の中での寄り、前さばきおよび出し投げのྑいྫやѱい

ྫをࣔし、解આする。

○押し、寄り、出
し投げとその関
連技術ができ
る。【技能】

○観察

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○出し投げとその関連技術ができていた生徒を称ࢍする。
○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー

トに記ೖさせる。

２学年
6�10 基本となる技（ԡし、دり、出し投げ）とそのؔ࿈技ज़ができる。̡ 技能ʳ本時の

目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



��

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および・用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○・用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を練習する。
　　四股、運び足
　　受け身

̑ɽ基本となる技とその関連技術
を学習する。（グループ学習）

　　押しとその関連技術
　　寄りとその関連技術
　　前さばき
　　投げ技とその関連技術

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　試合方ࣜおよび審判法を学習

する。
　　ෳの技を用いた体格別の試

合

○四股、運び足および受け身を、準備運動として行わせる。
○受け身では、２人１組となり、受けるଆに当たり、身体をؙ

めてసがるようにࢦಋする。
。ӈ２ճͣつఔ度行わせるࠨ○

○押し、寄り、出し投げとそれらの関連技術および前さばきを
ৼりฦり、理させる。

○押しグループと寄りグループに分け、それͧれのグループ
で̐ʙ̑人ఔ度のখグループをฤし、練習させる。

○押しグループでは、押しとその関連技術および関連した前さ
ばき（おっつけ、ߜりࠐみ、いなし）を練習させる。

○寄りグループでは、寄りとその関連技術、関連した前さばき
。および投げ技を練習させる（きฦしר）

○練習では、খグループで相談し、自由に練習方法を考え活
動するようにࢦಋする。

○ະ習の投げ技（上手投げ、下手投げ、খ手投げ、すくい投げ）
について解આする。

˞ະ習の投げ技についてはଐ %7% をࢀ考とする。

○団体戦、個人戦、トーナメント方ࣜ、リーグ戦方ࣜについて
解આする。

○競技方法、審判法および記・進行（アナウンス）の方法に
ついてઆ໌する。

○体格別に̏グループఔ度に分ける。
○֤グループでトーナメント戦方ࣜまたはリーグ戦方ࣜで個人

戦を行わせる。
○審判、記、進行は、ର戦のないऀにަସで行わせる。
○試合を行う前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋする。
○安全にྀし、߲ࣄࢭېを確認して試合を行うようࢦಋする。
˞自分や仲間の試合を௨してͮؾいた点やվળすき点につい

て、アυόΠスし合ったり、学習Χーυにॻきཹめたりする
ようࢦಋする。

○グループ学習の
中で、自身の課
題を୳し、その
課題に応じた練
習の方法を選Μ
でいる。【思考・
判断】

○観察、
発言・
発表、
学習
ノート

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○グループ学習の中で課題を୳し、その結果を練習に活かして
いた生徒および仲間に助言していた生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

２学年
7�10

άϧʔϓֶ習の中で、自の՝を୳し、その՝に応じた練習の方法を選Ϳ͜とが
できる。̡ 考・அʳࢥ

本時の
目 標



�5

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および、用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を練習する。
　　四股、運び足
　　受け身

̑ɽ؆қ的な試合を行う。
　　試合方ࣜおよび審判法の確認
　　団体戦

○四股、運び足および受け身をウォーミングアップとして行わ
せる。

○受け身では、２人１組となり、受けるଆに当たり、身体をؙ
めてసがるようにࢦಋする。

。ӈ２ճͣつఔ度行わせるࠨ○

○体格が、ൺֱ的খさいऀをઌ、ೋਞにし、中ఔ度Ҏ上のऀ
を中ݎ、෭ক、大কにஔし、団体戦̑人੍のνーϜをฤ
する。

○競技方法、審判法、記と進行の方法、および役割分୲につ
いて確認する。

○塵浄水、勝ෛが決した後の立礼および勝ち名りについて確
認する。

している技・行ҝにつࢭېされている技・行ҝ、授業でࢭې○
いて確認する。

○団体戦トーナメント戦またはリーグ戦を行う。
○１ճの団体戦試合で、̑ର戦のうち̏勝Ҏ上したνーϜを勝

ちとする。
○̑ର戦がऴྃする前にνーϜの勝敗が決定した合でも、大

ক戦まで行う。
˞自分や仲間の試合をとおしてͮؾいた点やվળすき点につ

いて、アυόΠスし合ったり、学習Χーυにॻきཹめたりす
るようࢦಋする。

を行わ߲ࣄࢭې○
ないなど、安全
にཹ意して؆қ
的な試合に取り
組もうとしてい
る。【関心・意欲・
態度】

○観察

�

̒ɽ理運動を行う。

̓ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̔ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○安全にཹ意して؆қ的な試合に取り組もうとしていた生徒、
役割に応じた協力の仕方を見つけていた生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

２学年
8�10

項を行わないなͲ、安全にཹ意して簡易的な試合に取り組もうとする͜とがでࣄࢭې
きる。̡ ؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ

本時の
目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



��

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および、用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を練習する。
　　四股、運び足
　　受け身

̑ɽ؆қ的な試合を行う。
　　試合方ࣜおよび審判法の確認
　　習熟度別個人戦

○四股、運び足および受け身を、ウォーミングアップとして行
わせる。

○受け身では、２人１組となり、受けるଆに当たり、身体をؙ
めてసがるようにࢦಋする。

。ӈ２ճͣつఔ度行わせるࠨ○

○習熟度別に̏グループఔ度に分ける。
○リーグ戦のର戦ॱや運Ӧ方法についてઆ໌する。
○競技方法、審判法、および記・進行・ϏσΦࡱӨの方法に

ついて確認する。
○実際の試合では、ର戦がないऀが審判、記、進行ࡱ、

Өを分୲して行うようࣔࢦする。
○相撲を取る前の塵浄水（もしくは立礼）と後の立礼および勝

ち名りについて確認する。
○安全にྀし、߲ࣄࢭېを確認して試合を行うようࢦಋする。
○習熟度別個人トーナメント戦またはリーグ戦を行う。
˞自分や仲間の試合をとおしてͮؾいた点やվળすき点につ

いて、アυόΠスし合ったり、学習Χーυにॻきཹめたりす
るようࢦಋする。

○相手の動きに応
じながら、基本
動作、基本とな
る技およびそれ
らの関連技術を
用いて、攻防を
展開している。

【技能】

○観察

�

̒ɽ理運動を行う。

̓ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̔ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○礼法、ॴ作を行い、相手をଚ重する態度をࣔしていた生徒、
および相手の動きに応じながら、基本動作、基本となる技お
よびそれらの関連技術を用いて、攻防を展開できていた生徒
を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

相撲 1

２学年
9�10

相手の動きに応じながら、基本動作、基本となる技およびそΕらのؔ࿈技ज़を用いて、
攻防を展開できる。̡ 技能ʳ

本時の
目 標



�7

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。

２ɽ本時のねらい、学習༰のઆ
໌

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認をする。

○本時のඪ、学習༰などをઆ໌し、記述させる。
○団体戦のνーϜごとにྻさせる。

��

̏ɽ単元の要点を記述する。
　　学習ノート、ච記試験など

̐ɽ既習技、関連技術を理、確
認する。

̑ɽ学習果を確認する。
　　映像視聴
　　表彰

̒ɽ学習果の評価、発表を行う。
　　νーϜミーティング
　　全体討議

○単元全体の要点をおさえた༰とする。
　＜要点＞

 ・礼法およびॴ作
 ・相撲の練習により高まる体力など

○基本となる技とそれらの関連技術について確認し、学習ノー
トにまとめさせる。

。を用いてৼりかえさせるࣔܝྉやࢿ˞

○団体戦および個人戦をࡱӨした映像を視聴させる。
○団体戦および個人戦の̏Ґまでを表彰する。
。ಆおよび技能を表彰する○

○νーϜ・ミーティング
　これまでの練習の方法や試合の行い方について理するとと

もに、団体戦、個人戦の結果をৼりฦり、学習の果、課題
を学習ノートにまとめるようࣔࢦする。

○全体討議
　֤νーϜの表に、νーϜ・ミーティングのまとめを発表さ

せる。
○教員による総括

 ・本単元の果、課題を໌確化し、࣍単元（̏࣍選）の
ඪをࣔす。

 ・武道では、単に相手に勝つことをめ͟すのではなく、礼法
を身にけることなどをとおして、人間としてましい自
己ܗを重視していることをઆ໌する。これまでの学習を
ৼりฦり、この点に関する果を学習ノートにまとめさせ
る。

○相撲の礼法・ॴ
作および武道の
伝統的な考え
方、技の名称や
方法、試合の方
法、相撲の練習
により高まる体
力についてॻき
出している。【知
識・理解】

○学習
ノート

　ච記試
験など

��

̓ɽ学習ノートを仕上げ、ఏ出す
る。

̔ɽྻ、ѫࡰを行う 。

○本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノートに記ೖ
する。

○本時を含めて全体を総括し、学習ノートにまとめる。
女子相撲 3

２学年
10�10

本୯ݩでֶ習したࣄ項（相撲の礼法・所作および武道の伝統的な考え方、技の名称や
方法、試合の方法、相撲の練習により高·る体力）についてཧղする。̡ ࣝ・ཧղʳ

本時の
目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



��

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本単元のඪおよび学習活動
を理解する。

̏ɽ本時のねらい、学習༰をઆ
໌する。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○のࣔࢦをする。
　上下体ҭண、スϙーπγϡーζ、つめ、ϔアϐン、めがね等
○本単元で必要な用۩、施ઃのઆ໌をする。

 ・ॊ道のଳ、؆қまわし・相撲ύンπ、またはまわし、ඨ、
グϥウンυ、相撲Ϛットまたはॊ道、体ૢ用Ϛット

 ・ॊ道、体ҭؗϑϩア、グϥウンυ、またはඨ

○２࣍の単元からのྲྀれをࣔし、生徒が単元ඪおよび学習
活動について理解しやすいように、工夫してઆ໌する。

○学習ノートのい方についてઆ໌し、本単元のඪ・学習
༰などを記述させる。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○学習ノートに本時のඪ、学習༰などを記述させる。

��

̐ɽ２࣍の単元の映像を視聴し
て課題等を確認し、関心・意欲
を高める。

̑ɽ２࣍の単元で学Μͩ基ૅ知
識を確認する。

ಛੑ、礼法、用۩など、࢙ྺ　

　基本となる技・関連技術の要点
およびその練習方法

̒ɽ相撲に必要な体力要素とその
高め方を理解する。

̓ɽ体΄͙しの運動を行う。
　　؆қ的な試合
　　既習技に限定した相撲

○映像の準備に際しては、課題の確認および意欲のىשができ
るように、༰をۛ味する。

○生徒の関心が高まるように、解આをՃえる。

○技の名称や方法、相撲の練習により高まる体力、試合の行い
方、武道の伝統的な考え方について復習する。

○ಛに、礼法や伝統的な考え方に関しては、ࠓ後の学習と関連
ͮけて、その重要ੑを強ௐする。

○前単元で学習した、基本となる技・関連技術の要点およびそ
の練習方法について理し、ύϫーϙΠントやプリントなど
の視聴֮教ࡐを用いて解આする。

○体力の֓念および構要素についてઆ໌する。
○１・２࣍の体験から、相撲に必要な体力要素がԿで͋るか

を理解させる。
○相撲に必要な体力要素の高め方についてઆ໌する。

○ॊ道のଳ、όスλΦル、؆қまわし、または相撲ύンπをண
用させる。

˞まわしを用する合には、この時間をってまわしのண用
方法をࢦಋする。

○準備運動を行わせる。
○安全確保の観点から、受け身の練習をさせる。
○前単元でࢦಋした既習技を確認してから、行わせる。
○ର戦の前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋする。
○体格別に̐、̑人のグループに分け、ෳճର戦させる。
○グループで審判を決めて行わせる。

○相撲に必要な体
力要素とその高
め方について
言ったりॻき出
したりしてい
る。【知識・理解】

○発言・
発表、
学習
ノート

�

̔ɽ理運動を行う。

̕ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

��ɽยͮけ、ྻ、健康状態の
確認、ѫࡰを行う。

○相撲に必要な体力要素とその高め方について発言していた生
徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰とײを学習ノートに記ೖさせる。

相撲Ճ������������

３学年
1�10 相撲に必要な体力要素とその高め方についてཧղする。̡ ࣝ・ཧղʳ本時の

目 標



��

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい、学習༰をઆ
໌する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○・用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。
　ಛにᰍ෦はೖ念に行わせる。

��

̐ɽ基本動作を復習する。
　蹲踞姿勢、塵浄水、中腰の構え、

腰割り、四股、運び足、仕切り、
立ち合い、受け身

̑ɽ基本となる技を学習する。
　　既習技の復習
　　押しとその関連技術
　　寄りとその関連技術
　　前さばき
　　投げ技（ʮ出し投げʯ）とその

関連技術
　　新たな技の学習（約束練習）
　　投げ技（ʮ上手投げʯ、ʮ下手

投げʯ）

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　既習技に限定した相撲

○教員のҰ੪ࢦಋのもとで、動作を確認しながら行わせる。
˞単ௐな活動になりがちなので、生徒が関心をもって取り組む

ことができるように工夫する。
○立ち合い、受け身は２人１組で行わせる。
○立ち合いは、仕切りから素ૣく相手に当たることができるよ

うにࢦಋする。
○受け身は、中腰の構えから受けるଆのӈڳに当たり、身体を

ؙめて安全にసがることができるようにࢦಋする。

○相手に当たり、素ૣく押すことができるように練習させる。
○押しの関連技術として、い姿勢から押し上げることおよび

をしめഎ中をؙめて押すことを復習させる。
○相手に当たり、素ૣく寄ることができるように練習させる。
○寄りの関連技術として、上手はਂく下手はઙく取ること、

をฦすこと、下手ଆに寄ることを意識して前に出るようにࢦ
ಋする。

○おっつけ、ߜりࠐみ、いなし、רきฦしを復習させる。
○ʮ上手出し投げʯ、ʮ下手出し投げʯを復習させる。
○相手を寄ってからʮ出し投げʯをうち、さらに寄るという連

ଓ技としてଊえるようࢦಋする。
○出し投げをうつ際、体を開くようࢦಋする。
○ʮ上手投げʯ、ʮ下手投げʯの要点を解આする。

＜要点＞
・相手を寄ってから投げる。
・体を開いて投げる。

○四つに組Μͩ状態から、ࠨӈ練習させる。

○؆қ的な試合を行う前と後に、必ͣ立礼をするようにࢦಋす
る。

○֤自、試合の中で既習技の中から技を決めて行ってみるよう
。ಋするࢦ

○勝敗にこͩわらͣ、技能の習熟を心がけるようにࢦಋする。
˞体格や習熟度がಉఔ度のऀಉ࢜で、相手を変えてෳճ行わ

せる。

○؆қ的な試合
で、自己の役割
ををもって
自主的に果たそ
うとしている。

【関心・意欲・
態度】

○観察

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○؆қ的な試合で、自己の役割ををもって自主的に果たそ
うとしていた生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

３学年
2�10

簡易的な試合で、自己の役割を責任をもって自主的に果たそうとする͜とができる。
ʲؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ

本時の
目 標



5�

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。
　ಛにᰍ෦はೖ念に行わせる。

��

̐ɽ基本動作を復習する。
　蹲踞姿勢、塵浄水、中腰の構え、

腰割り、四股、運び足、仕切り、
受け身、立ち合い

̑ɽ基本となる技を学習する。
　　（約束練習）
　　押し、寄り、前さばき、投げ

技（出し投げ）とそれらの関連
技術

　　投げ技
　　ʮ上手投げʯ、ʮ下手投げʯ

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　既習技に限定した相撲

○教員のҰ੪ࢦಋのもとで、動作を確認しながら行わせる。
˞単ௐな活動になりがちなので、生徒が関心をもって取り組む

ことができるように工夫する。
○２人１組で行わせる。
○立ち合いは、仕切りから素ૣくかつ強く相手に当たることが

できるようにࢦಋする。
○受け身は、中腰の構えから受けるଆのӈڳに当たり、身体を

ؙめて安全にసがることができるようにࢦಋする。

○押しとその関連技術および押しに関連した前さばき（おっつ
け、ߜりࠐみ、いなし）について、ෳ合的に練習させる。

○寄りとその関連技術、出し投げおよび寄りに関連した前さば
き（おっつけ、ߜりࠐみ、רきฦし）について、ෳ合的に練
習させる。

○２人１組で技をかけるଆと受けるଆを決めて、練習する。
○相手を寄りつめてから技をଧち、さらに寄るという連ଓ技と

してଊえるようࢦಋする。
○受けるଆが立ち合いでࠨを差し、投げるଆはӈ上手を取って

前に出て、ӈからʮ上手投げʯ（͋るいはࠨ、 からʮ下手投げʯ）
で投げるという練習をさせる。

。ӈをೖれସえて練習させるࠨ○
＜ʮ上手投げʯ・ʮ下手投げʯの要点＞
・相手を寄ってから投げる。
・体を開いて投げる。

˞習熟度に応じて、ʮすくい投げʯを解આする。

○̏人１組で、２人が相撲を取り、１人は審判とする。
○֤ʑの試合の中で、֤自、既習技の中から技を決めて行って

みるようࢦಋする。
○試合の中で、既習技をなるく多く試してみるようࢦಋする。
○勝敗にこͩわりա͗ͣ、技能の習熟を心がけるようにࢦಋす

る。
˞体格や習熟度がಉఔ度のऀಉ࢜で、相手を変えてෳճ行わ

せる。

○投げ技ができ
る。【技能】

○観察

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○基本となる技（投げ技）ができていた生徒を称ࢍする。
○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー

トに記ೖさせる。

３学年
3�10 基本となる技（投げ技）ができる。̡ 技能ʳ本時の

目 標



5�

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を復習する。
　蹲踞姿勢、塵浄水、中腰の構え、

腰割り、四股、運び足、仕切り、
立ち合い、受け身

̑ɽ基本となる技を学習する。
　　（約束練習）
　　押し、寄り
　　吊り

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　多様な技を用いた相撲

○教員のҰ੪ࢦಋのもとで、動作を確認しながら行わせる。
˞単ௐな活動になりがちなので、生徒が関心をもって取り組む

ことができるように工夫する。

○立ち合い、受け身は２人１組で行わせる。
○立ち合いは、仕切りから素ૣくかつ強く相手に当たることが

できるようにࢦಋする。
○受け身は、中腰の構えから受けるଆのӈڳに当たり、身体を

ؙめて安全にసがることができるようにࢦಋする。

○２人１組で、立ち合いからの押し、寄りの練習をさせる。
○２人１組で立ち合いからの寄りの練習をさせる。
○吊りについて解આし、練習させる。

＜吊りの要点＞
・े分に腰を下Ζして、相手より重心を下げてから࣋ち上げ

る。

○̏人１組で、２人が相撲を取り、１人は審判とする。
○既習技にとらわれͣ、相手の動きに応じて、自由に攻防を展

開するようࢦಋする。
○؆қ的な試合を行う前と後に、必ͣ立礼をするようにࢦಋす

る。
○安全にྀし、ルールをकって試合を行うようࢦಋする。
˞体格や習熟度がಉఔ度のऀಉ࢜で、相手を変えてෳճ行わ

せる。
˞試合の中でのྑいྫやѱいྫをࣔし、解આする。

○؆қ的な試合で
健康・安全を確
保している。【関
心・意欲・態度】

○観察

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○؆қ的な試合で健康、安全を確保していた生徒を称ࢍする。
○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー

トに記ೖさせる。

３学年
4�10 簡易的な試合で健康・安全を確保する͜とができる。̡ ؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ本時の

目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



5�

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を復習する。
　蹲踞姿勢、塵浄水、中腰の構え、

腰割り、四股、運び足、仕切り、
立ち合い、受け身

̑ɽ得意技を習得する。
　　（グループ学習）

̒ɽ試合を行う。
　　̑人੍または̓人੍の団体戦

○உঁそれͧれ、押しグループ、寄りグループに分ける。
　（１グループが̑人ఔ度になるようௐする）
○グループごとに、基本動作を確認しながら行わせる。
˞四股、腰割り等では、߸ྩをかけ行わせる。
○本時Ҏ߱̏時間は、自主活動が中心になることを伝え、その

進め方についてઆ໌する。
・これまでの学習ノートをৼりฦり、練習方法を確認するよ

うࢦಋする。
・計画立案および実際の活動に当たっては、仲間と相談・協

力して進めるようࢦಋする。
・グループ学習では、運動観察が重要となることをઆ໌する。

○֤グループで、得意技を身にけることをඪとした、本時
および࣍時の練習計画を立てさせる。

○練習計画を֤自ノートにまとめるようࢦಋする。
○本時の練習計画にもとͮいて自主活動を行うようࢦಋする。
○८ճし、దٓ、助言・ࢦಋを行う。
○必要に応じて、自主活動のࢀ考となるࢿྉをする。

○正規の審判法についてઆ໌する。
・すての動作をඨで行う。
・開࢝の礼は塵浄水をもって行わせる。
・その΄かは、ུࣜからҰา進Μͩ審判方にಉじ。

○競技方法のઆ໌をする。
　習熟したい技ごとのグループからそれͧれ、人ͣつ出し、

νーϜをฤする。
˞リーグ戦にするかトーナメント戦にするかについては、νー

Ϝにより決定する。
○進行（アナウンス）、記の方法について確認し、୲当を決

めておくようࢦಋする。
○試合を行う前の塵浄水、後の立礼をしっかりとするようにࢦ

ಋする。
○安全にྀし、ルールをकって試合を行うようࢦಋする。
○団体戦ऴྃ後にミーティングを行い、ྑかった点やվળす

き点などを学習ノートにまとめさせる。

○健康や安全を確
保するために、
習熟度や体ௐに
応じてద切な練
習方法を選Μで
いる。【思考・
判断】

○観察、
学習
ノート

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○健康や安全を確保するために、習熟度や体ௐに応じてద切な
練習方法を選Μでいた生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

３学年
5�10

健康や安全を確保するために、習熟度や体調に応じて適切な練習方法を選Ϳ͜とがで
きる。̡ 考・அʳࢥ

本時の
目 標



5�

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を復習する。
　蹲踞姿勢、塵浄水、中腰の構え、

腰割り、四股、運び足、仕切り、
立ち合い、受け身

̑ɽ得意技を習得する。
　　（グループ学習）

̒ɽ試合を行う。
　　֤グループでの個人戦

○前時のグループごとに、基本動作を確認しながら行わせる。

○前時の課題を基に、自己の課題や体力、技能に応じ、本時の
練習計画を見す。

○練習計画にもとͮいて自主活動を行うようࢦಋする。
○८ճし、దٓ、助言、ࢦಋを行う。

○リーグ戦にするかトーナメント戦にするかについては、グ
ループの人により決定する。

○審判、進行、記等については、୲当を決めて行わせる。
○試合前の塵浄水と後の立礼は必ͣ行わせる。
○安全にྀし、ルールをकって試合を行わせる。
○試合後に相互に評価・助言し合い、学習ノートにまとめるよ

うࢦಋする。

○自己の技能・体
力のఔ度に応じ
て、自己にదし
た攻防の仕方や
得意技を選Μで
いる。【思考・
判断】

○観察、
学習
ノート

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○自己の体力、技能のఔ度に応じて、自己にదした攻防の仕方
や得意技を選Μでいた生徒、およびグループ学習の中で、仲
間にରして、技術的な課題や༗ޮな練習方法の選について
。するࢍఠしていた生徒を称ࢦ

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

３学年
6�10

自己の技能・体力の程度に応じて、自己に適した攻防の仕方や得意技を選Ϳ͜とがで
きる。̡ 考・அʳࢥ

本時の
目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



5�

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を復習する。
　蹲踞姿勢、塵浄水、中腰の構え、

腰割り、四股、運び足、仕切り、
受け身、立ち合い

̑ɽ得意技を習得する。
　　（グループ学習）

̒ɽ試合を行う。
　　体格別個人戦

○グループごとに、基本動作を確認しながら行わせる。

○前時の課題を基に、自己の課題や体力、技能に応じ、本時の
練習計画を見す。

○練習計画にもとͮいて自主活動を行うようࢦಋする。
○८ճし、దٓ、助言、ࢦಋを行う。
○ミーティングなどを௨して、グループ学習の果をまとめさ

せる。

○உঁとも、体格別に̏グループに分け、個人戦を行う。
○リーグ戦にするかトーナメント戦にするかについては、人

により決定する。
○審判、 進行、 記等については、୲当を決めて行わせる。
○武道の伝統的な考え方を意識しながら試合にのͧむこと、ま

た、相手をଚ重し、伝統的な礼法、ॴ作を自ら大切にするこ
とをࢦಋする。

○安全にྀし、ルールを確認して試合を行わせる。
○試合後に相互に評価、助言し合い、学習ノートにまとめるよ

うࢦಋする。

○相手をଚ重し、
試合の中で、伝
統的な礼法、ॴ
作を大切にしよ
うとしている。

【関心・意欲・
態度】

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○グループ学習の中で、互いに助け合い教え合おうとしていた
生徒や得意技を身にけていた生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

３学年
7�10

相手を尊重し、試合の中で、伝統的な礼法、所作を大切にしようとする͜とができる。
ʲؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ

本時の
目 標
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時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を復習する。
　蹲踞姿勢、塵浄水、中腰の構え、

腰割り、四股、運び足、仕切り、
立ち合い、受け身

̑ɽ試合を行う。
　　試合方ࣜ、審判法および礼法、

ॴ作
　　グループ別個人リーグ戦
（無差別個人戦予選）

○前時までのグループごとに、基本動作を確認しながら行わせ
る。

○リーグ戦およびトーナメント戦について復習する。
○審判、主審、෭審の役割についてઆ໌する。
○塵浄水、勝ෛが決した後の立礼および勝ち名りについて確

認させる。
○記および進行について確認させる。
○試合の安全確認の方法、ࢭې技、߲ࣄࢭېについてઆ໌す

るとともに、自主的に安全確保にめるようࢦಋする。
○技能習熟のために、ଞを観察し、相撲ಛ༗の間合いやؾ合い

等をײじるʮ見取り稽古ʯが༗ޮで͋ることをઆ໌する。
○本時のグループ別個人リーグ戦を、࣍時の無差別個人決勝戦

の予選とする。
○意にஉঁそれͧれ、１グループ̐、̑人ఔ度となるように

グループ分けする。
○グループ別に個人リーグ戦を行わせる。
○֤グループの上Ґ２人が決勝戦に進むものとする。

○勝敗を競う楽し
さや喜びを味わ
いながら、試合
に自主的に取り
組もうとしてい
る。【関心・意欲・
態度】

○観察

�

̒ɽ理運動を行う。

̓ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̔ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○勝敗を競う楽しさや喜びを味わいながら、試合に自主的に取
り組もうとしていた生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

３学年
8�10

勝敗を競う楽しさや喜びを味わいながら、試合に自主的に取り組もうとする͜とがで
きる。̡ ؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ

本時の
目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



5�

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい・学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ・学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を復習する。
　蹲踞姿勢、塵浄水、中腰の構え、

腰割り、四股、運び足、仕切り、
立ち合い、受け身

̑ɽ試合を行う。
　　̑人੍または̓人੍の団体戦
　　無差別個人決勝戦

○グループごとに、基本動作を確認しながら行わせる。

○グループ間でなるく習熟度にภりがগなくなるように、
νーϜฤする。

○リーグ戦にするかトーナメント戦にするかについては、νー
Ϝにより決定する。

○前時で予選を௨աしたऀによる無差別個人決勝戦を行わせ
る。

○リーグ戦にするかトーナメント戦にするかについては、人
により決定する。

○安全にྀし、ルールをकって試合を行うようࢦಋする。
○武道の伝統的な考え方を意識しながら、塵浄水や勝ෛが決し

た後の立礼および勝ち名りを行うようࢦಋする。

○相手の動きの変
化に応じなが
ら、基本動作と
基本となる技な
らびに得意技を
用いて、攻防を
展開している。

【技能】

○観察

�

̒ɽ理運動を行う。

̓ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̔ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○相手の動きの変化に応じながら、基本動作と基本となる技な
らびに得意技を用いて、攻防を展開できた生徒、および試合
の中で伝統的な礼法、ॴ作を大切にしようとしていた生徒を
称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

３学年
9�10

相手の動きの変化に応じながら、基本動作と基本となる技ならびに得意技を用いて、
攻防を展開できる。̡ 技能ʳ

本時の
目 標
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時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認をする。

○本時のඪ、学習༰などをઆ໌し、記述させる。
○団体戦のνーϜごとにྻさせる。

��

̏ɽ単元の要点を記述する。
　　学習Χーυ、ච記試験など

̐ɽ学習果を確認する。
　　映像視聴
　　表彰

̑ɽ学習果の評価、発表を行う。
　　νーϜミーティング
　　全体討議

○単元全体の要点をおさえた༰とする。
　＜要点＞

 ・既習技、関連技術の名称、方法
 ・相撲の伝統的な考え方（礼法など）
 ・見取り稽古や運動観察の方法
 ・必要な体力要素とその高め方
 ・正規の試合の行い方や審判法

○団体戦および個人戦をࡱӨした映像を視聴させる。
○団体戦および個人戦の̏Ґまでを表彰する。
。ಆおよび技能を表彰する○

○νーϜミーティング
　団体戦、個人戦の結果やそれまでの練習をৼりฦり、学習の

果を学習ノートにまとめるようࣔࢦする。
○全体討議
　֤νーϜの表に、νーϜミーティングのまとめを発表させ

る。
○教員による総括
　本単元の果を理する。

○相撲の礼法、ॴ
作および武道の
伝統的な考え
方、技の名称や
方法、試合の方
法、運動観察と
見取り稽古の方
法についてॻき
出している。

【知識・理解】

○相撲をܧଓして
楽しむための自
己にదしたかか
わり方を見つけ
ている。【思考・
判断】

○学習
ノート、
ච記試
験など

○学習
ノート
発言・
発表

��

̒ɽ学習ノートを仕上げ、ఏ出す
る。

̓ɽྻ、ѫࡰをする。

○本時の学習༰、自己評価、ײを学習ノートに記ೖする。
○本時を含めて全体を総括し、学習ノートにまとめる。

３学年
10�10

相撲の基本的ࣄ項（相撲の礼法・所作および武道の伝統的な考え方、技の名称や方法、
試合の方法、運動観察と見取りݹܤの方法）についてཧղする。相撲を継続して楽し
むための自己に適したかかわり方を見つける͜とができる。̡ 考・அʳࢥ

本時の
目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）




